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三居沢発電所の設備
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「三居沢電気百年館」は東北の電気誕生から100年を記念

して、1988年に建てられました。

今から100年以上も前、ここ三居沢において東北で初めて、

電気のあかりがともりました。以来、三居沢（さんきょざわ）

発電所は日本の水力発電発祥の地として、今も発電を続けて

います。

その長い歴史を支え、エネルギーを生み出しつづけてきたの

は、広瀬川の流れ、そして、その清らかで豊かな水の源であ

る青葉山と蕃山に続く百年の森なのです。

1888年（明治21年）
宮城紡績会社工場内の水力を利用して、
出力5kWの直流発電機で、工場内50灯、
烏崎山に1灯のアーク灯をともす。

1894年（明治27年）
三居沢の水力発電を利用して
仙台電灯株式会社が電灯事業を開始。
仙台市内に365灯の電灯をともす。

1900年（明治33年）
宮城紡績電灯株式会社により、
出力600kWの発電機が設置される。

1902年（明治35年）
三居沢で日本最初の
カーバイトの製造に成功。

1910年（明治43年）
現 三居沢発電所運転開始
（発電機出力1000kW）

1912年（大正元年）
仙台市電気部に譲渡。

1942年（昭和17年）
東北配電株式会社に継承

1947年（昭和22年）
変電設備を設け、
現在の三居沢発電所の形態となる。

1951年（昭和26年）
東北電力株式会社に継承。

1978年（昭和53年）
遠隔監視・制御により無人化される。

1999年8月23日（平成11年）
国指定有形文化財として登録。

2008年8月7日（平成20年）
発電所関係機器ならびに
資料群が機械遺産として
社団法人日本機械学会より認定。

2009年2月6日（平成21年)
発電所と所蔵物が
近代化産業遺産として
経済産業省より認定。

2020年（令和2年)
水力運用センターからの
遠隔監視・制御開始

三居沢発電所の歴史

三居沢発電所

https://www.tohoku-epco.co.jp/
pr/miyagi/sankyozawa.html
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